
生命の尊さについて
自ら考える態度を育てる道徳教育

〜新聞記事に掲載されたドナーとなった両親の手記より〜

筑波大学附属中学校

多田義男
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考え議論する道徳の授業

• 道徳の時間を「特別な教科 道徳」（以下「道徳科」）として位置付
けた改正は、「発達段階に応じ、答えが一つでない課題を一人一人の
児童生徒が道徳的な問題として捉え向き合う」「考える道徳」「議論
する道徳」への転換を図るものとされている。（平成 29 年告示）

• 「生命の尊さ」を主題として教材選定を行い、臓器移植を通して生命
について考え、現代的な課題に一つである「生命倫理」について生徒
と教師が共に学び、考える教育実践について考察する。

• 教科を指導する場合は教科の免許状が必要になるが，道徳科において
は特に免許状を有していなくても（実際には，道徳科の免許状の制度
が整備されていないこともあり）指導する。
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学校教育における生命の尊さについての扱い

•学校教育において、子どもたちの生命が尊重され
ることや子どもたちに生命尊重の心を育むことは、
最も重要な課題である。

教育基本法 第二条（教育の目標）
四 生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養うこと。

学校教育法 第二十一条（義務教育の目標）
二 学校内外における自然体験活動を促進し、生命及び自然を尊重する精神並びに環境の

保全に寄与する態度を養うこと
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内容項目の指導の観点 【特別の教科道徳編】中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 P24･25
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Ｄ 主として生命や自然，崇高なものとの関わりに関すること

C 主として集団や社会の関わりに関すること

A 主として自分に関すること

B 主として人の関わりに関すること
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内容項目の指導の観点 【特別の教科道徳編】中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 P25



道徳科における「生命の尊さ」について

平成2９年7月に告示された「中学校学習指導要領解説
特別な教科 道徳編」では主として生命や自然、崇高なもと関わ
りに関することで「生命の尊さ」についての解説

（中学校）

生命の尊さについて、その連続性や有限性なども含めて理解し、
かけがえのない生命を尊重すること

（小学校）
［第１学年及び第２学年］ 生きることの素晴らしさを知り、生命を大切にすること。
［第３学年及び第４学年］ 生命の尊さを知り、生命あるものを大切にすること。
［第５学年及び第６学年］ 生命が多くの生命につながりの中にあるかけがえのないもので

あることを理解し、生命を尊重すること
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道徳科における現代的な課題について
文部科学省学習指導要領解説 特別な教科 道徳編より

P103「情報モラルと現代的な課題に関する指導」

（6）生徒の発達の段階や特性等を考慮し，第２に示す内
容との関連を踏まえつつ，情報モラルに関する指導を充
実すること。また，例えば，科学技術の発展と生命倫理
との関係や社会の持続可能な発展などの現代的課題の取
扱いにも留意し，身近な社会的課題を自分との関係におい
て考え，その解決に向けて取り組もうとする意欲や態度
を育てるよう努めること。なお，多様な見方や考え方の
できる事柄について，特定の見方や考え方に偏った指導
を行うことのないようにすること。 7



（2）現代的な課題の扱い
道徳科の内容で扱う道徳的諸価値は，現代社会の様々な課題に直
接関わってい る。中学生には，こうした解決の難しい，答えの定
まっていない問題や葛藤につ いて理解を深め，多面的・多角的に
考えることができる思考力が育ってきている。 現代社会を生きる
上での課題を扱う場合には，問題解決的な学習を行ったり討論 を
深めたりするなどの指導方法を工夫し，課題を自分との関係で捉え，
その解決 に向けて考え続けようとする意欲や態度を育てることが
大切である。例えば，食 育，健康教育，消費者教育，防災教育，
福祉に関する教育，法教育，社会参画に 関する教育，伝統文化教
育，国際理解教育，キャリア教育など，学校の特色を生 かして取
り組んでいる教育課題については，（省略）

学習指導要領解説（P104）に記載される
現代的な課題について
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現代的な課題という視点から
臓器移植を通した道徳授業の可能性

科学技術の発展 持続可能な社会

人権 自己決定権

医学の進歩
生命の尊さ

臓
器
移
植
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・多様な見方、考え方があることを理解
・問題を多面的、多角的視点から考えさせる指導法の工夫
・課題を自分のこととして捉え、その解決に向けて考え続けよ

うとする意欲や態度を育てる

⑵ 現代的な課題の扱い

文部科学省学習指導要領（平成29年告示）解説
特別な教科 道徳編より

P103「情報モラルと現代的な課題に関する指導」
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・日本臓器移植ネットワークが2016年2月25日公表
・2016年2月26日各社新聞記事として掲載
・東海地方の病院でインフルエンザ脳症で脳死と判定された女児の両親の手記
・父親は、悩んだ末に臓器提供を決心したといい、女児には「もしいやだっ
たらゴメンね」と語りかけ、その判断が正しいものであったか判断できな
い本人の代わりに下した決断に苦悩

・母親は「お母さんをもう一度抱きしめて笑顔を見せて」と娘を失った思い
をにじませている。

・生徒には両親の手記を通し、「生命の尊さ」や「死」
について自ら考える態度を育てることが期待できると考えた

臓器移植をテーマにした
道徳科教材について

～新聞記事に掲載されたドナーとなった両親の手記～
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「新聞記事を用いた臓器移植」道徳教材
について考えたとき

•臓器移植の是非を問う内容ではない

•子どもを思う親の深い愛情

•生命の大切さ 自分の生きている意味

•現実を理解し受け入れていかなければならない

•ある日突然起きてしまった出来事は、いつ自分が
同じような立場になるか考えさせる内容

家族愛 思いやり感謝 生命尊重
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生徒の授業記録から

中学校3年生のワークシートより

2020年１月下旬に実践
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①お父さんのAちゃんの「繋いだその命」という思いについて

②お母さんの「今でも会って抱きしめたい」と綴った
メッセージについて

③「生きる」ということについて

生徒と共に考える発問
主題：生命の尊さについて考える
道徳内容項目：生命の尊さＤ 19
教材：2016年2月26日新聞記事
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臓器移植を提
供される家族

臓器移植をめぐる２つの立場

廊下側の２人

提供することに
なった家族

窓側の２人

それぞれどのような思いでいるのか
考え話し合ってください

一つの事象を二つの立場からそれぞれ考えさせ話し合う

ど
ち
ら
の
立
場
に
な
る
か
教
師
の
指
名
に
よ
る
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臓器移植を
提供される家族

提供することに
なった家族

ボードを使用し話し合った内容の発表

廊下側の２人

窓側の２人

授業風景画像
平成28年度
筑波大学附属中学校
研究協議会より 16



提供することに
なった家族

臓器移植を提供
される家族
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生きるとはどういうことだろう
（自分のこととして考える）
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生徒たちは今まで
以上に「生命」に
ついて深く考える
授業となった
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臓器移植について

自分のこととして

生きることが
責任を果たすこと

生命の尊さ
大切さ

現代社会について
の疑問、課題

未来への希望

臓器移植をテーマにした
道徳科での生徒の学び
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道徳の授業数週間後
富山大学附属病院 種市尋宙先生による授業

臓器移植に関するお話をされると伺
っていたので、その素晴らしさだと思っ
ていた。しかし、あげたい、あげたくな
い、という権利があり臓器提供は正
義ではないという言葉が私の偏見を
とってくださいました。
移植医療のことをしっかりと学習せず
、移植という道を知らずに終わること
は、間違いだと思います。だから私は
、自分の親に縁起が悪いなど言わ
れても自分の意思を示しておきたいと
思うようになりました。本日はありがとう
ございました。

（中学校3年女子Aさん）2020年2月14日（金）
臓器移植を通して命について考える機会をいただきました 21



授業後、自分の進路で「小児医療に関わりたい」と話していた

• 中学生だからちゃんとは話せないかもしれないけど、自分や家族のとで悩みを抱
え、自分自身も色々あったので、よい機会として覚えている授業だった。

• 高校に進学すると、保健体育や倫理の授業で様々なことを考えずっと生命や医療
について考えることが今も続いている。

• 授業だけでなく、3年生のときに行った企画はとても有意義で、卒業のせまるあの
時期だから大切だと思う

• 授業を受けた後、家族と自分の意思表示について話したことを覚えている

2021年５月31日（Ｔ君への電話によるインタビュー）

当時中学３年生男子生徒(現高校２年)
～当時を振り返りインタビュー調査～
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カリキュラムマネジメントの重要性

各教科の教育課程

・理科 「生物の体のつくりとはたらき」
・保健体育科 「心身の機能の発達と心の健康」
・社会科 公民 「自己決定権」臓器提供について学習」
・技術･家庭科(家庭分野)「家族･家庭について」

臓器移植をテーマにした道徳科の授業
中学校３年生１月下旬に実践

移植医療に携わる医療現場の医師による講演
（ JOTのご尽力によりゲストティーチャーによる出前授業）
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道徳の教科化に伴い臓器移植が教材として取り上げられている例
（中学校 2019～）

出版社名 教科書タイトル 学
年

教材名 主な内容

１ 学校図書
令和3年から休刊中

輝け 未来 中学校道徳 ２ 大きな木

（物語調）
兄の死より提供することになった苦悩

２ 教育出版 中学道徳 とびだそう未来へ ３ 家族の思いと
意思表示カード

（物語調）
姉の死で苦悩する父母

３ 日本文教出版 中学道徳 あすを生きる ３ 臓器ドナー 臓器移植をめぐる２つの立場

４ 廣済堂あかつき 中学生の道徳 自分をのばす ３ ドナー 臓器移植をめぐる２つの立場

５ 学研教育みらい 中学生の道徳 未来への扉 ３ あなたの命は誰のもの 移植医療を６人の立場から
コメント掲載

６ 光村図書 中学道徳 きみがいちばん
ひかるとき

２ つながる命 新聞記事として掲載

７ 日本教科書 生き方を創造する ３ 臓器移植をめぐる命と心 （随筆調）
移植医療に対しての考え方

○中学校道徳教科書一覧

＊東京書籍は、記載なし 24



学校現場教師の声として
不安な思い

臓器移植の是非を
聞いているのでは

どのように授業を
すれば

よいかわからない

臓器移植のことを
そもそも理解して
いない、知らない

・臓器移植について教えるのでなない
・必要な資料はWebで入手可能
・様々なメディアで取り上げられている
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道徳科で臓器移植教材として扱う課題

•臓器移植についての意思表示や理解をするための指導す
るのではなく、教材（臓器移植教材）を通して

「生命の尊さ」「家族愛」「思いやり・感謝」等が授業の

主題であるという教師側の認識をもつ

•教育課程でどのように位置づけられているか。

(特に、中高を意識したカリキュラムマネジメント)

•現行の教科書では３年間で1度しか扱わないため、教科書

に掲載される教材としての吟味が重要である。

•学校と医療現場など移植医療に携わる方との連携･協力
26
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